
国労仙台総合車両所支部機関紙
発行責任 庄司 修
編集責任 山口 智

中
島
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
長
か
ら
、

地
本
が
引
っ
越
し
て
、
学
習
会
を
す
る

に
も
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
い
る
。
３
月
の
東
北
総
行
動
、
仙
台

総
行
動
を
成
功
さ
せ
た
が
、
春
闘
の
結

果
は
充
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
今
後

も
が
ん
ば
り
た
い
。

地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会
は
、

二
〇
〇
五
年
の
全
国
大
会
を
受
け
て
地

本
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
本
部
を
置
い
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
30
～
40
年
の
長
い

間
に
起
こ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
対

し
き
ち
ん
と
学
習
し
、
問
題
点
の
解
決

に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

ま
た
、
健
康
管
理
手
帳
を
退
職
時
に

交
付
し
て
ほ
し
い
と
会
社
に
申
し
入
れ

を
し
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後

の
取
り
組
み
課
題
と
し
て
い
く
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

宮
城
厚
生
協
会
錦
町
診
療
所

診
療
放
射
線
技
師
・
本
館
茂
夫
氏
講
演

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
障
害
に
は
、

①
中
皮
腫
（
石
綿
に
よ
る
健
康
障
害
で

最
も
特
異
性
が
あ
る
）

②
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
胸
膜
が
石
灰
化
し

た
も
の
）

③
石
綿
肺
（
職
業
上
、
ア
ス
ベ
ス
ト
粉

塵
を
10
年
以
上
吸
入
し
た
労
働
者
に

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
潜
伏
期

間
は
15
年
か
ら
20
年
）

④
石
綿
肺
癌
（
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
か
ら

肺
癌
発
症
ま
で
15
年
か
ら
40
年
の
潜

伏
期
間
が
あ
り
、
暴
露
量
が
多
い
程

発
症
が
多
い
。
悪
性
中
皮
腫
よ
り
対

処
法
が
あ
る
。
喫
煙
は
、
石
綿
と
の

相
乗
効
果
に
な
り
50
倍
）
の
４
種
が

あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
と
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、

１
．
放
射
能
は
自
然
放
射
能
（
人
体
内

部
に
蓄
積
濃
縮
し
な
い
）
、
人
工
放

射
能
（
人
体
内
部
に
蓄
積
し
濃
縮
す

る
も
の
も
あ
る
）
。

２
．
健
康
診
断
と
放
射
線
被
曝
の
考
え

方
は
、
人
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
は
内
部
被
曝
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
２
重
鎖

の
切
断
を
行
い
、
修
復
へ
影
響
大
）
。

Ｘ
線
は
人
体
を
通
過
し
て
し
ま
い
、

遺
伝
子
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
（
Ｄ

Ｎ
Ａ
２
重
鎖
の
う
ち
、
片
側
だ
け
切
断
。

元
通
り
に
修
復
さ
れ
る
）
。
健
康
診
断

に
使
用
さ
れ
て
い
る
放
射
線
（
胸
部
撮

影
）
は
外
部
被
曝
で
す
。
結
論
と
し
て
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
診
断
は
、
病
気
の

重
大
性
を
鑑
み
て
判
断
を
。

※

ア
ス
ベ
ス
ト
障
害
に
つ
い
て
、
大

学
病
院
、
厚
生
病
院
、
労
災
病
院
、

錦
町
診
療
所
の
４
病
院
が
年
に

何
度

か
集
ま
っ
て
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。

（
も
う
一
度
）
、
肺
癌
で
亡

く
な
っ
た

人
の
映
像
を
見
た
ら
12
％

の
人
が
ア

ス
ベ
ス
ト
の
疑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
）

坂
総
合
病
院
放
射
線
室
・

診
療
放
射
線
技
師

佐
藤
信
氏
講
演

現
行
の
肺
癌
検
診
は
「
40
歳
か
ら
75

歳
の
男
女
に
対
す
る
胸
部
単
純
Ｘ
線
検

査
と
高
危
険
郡
に
対
す
る
喀
痰
細
胞
診

の
併
用
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
検
診
方

法
は
、
死
亡
減
少
効
果
の
つ
い
て
は
海

外
の
研
究
で
は
否
定
的
で
あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
さ

れ
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
爆
し
た
場
合
、
癌
罹
患
の
障
害
リ

ス
ク
の
増
加
は
１
回
の
被
爆
に
回
数
を

か
け
た
も
の
よ
り
小
さ
く
な
る
。
胸
部

Ｘ
線
検
査
を
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
計

30
回
撮
影
し
た
と
し
て
も
、
直
接
撮
影

で
男
性
〇
．
〇
〇
二
％
、
女
性
で
〇
．

〇
五
％
。
間
接
撮
影
で
男
性
〇
．
〇
五

％
女
性
〇
．
〇
八
％
以
下
の
障
害
リ
ス

ク
の
増
加
と
な
り
ま
す
。
結
論
と
し
て
、

原
発
の
事
故
の
影
響
下
に
お
い
て
も
、

適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
癌
検
診
と
同

様
の
検
査
に
お
い
て
は
実
施
さ
れ
た
方

が
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

直
接
撮
影
は
〇
．
〇
二
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト㏜

（
病
院
）
。
間
接
撮
影
は
〇
．
〇
六

五
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト㏜

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
）

で
、
直
接
撮
影
は
放
射
線
の
量
が
少
な

く
て
き
れ
い
に
写
る
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
は
、

直
接
撮
影
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス

ト
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
通
常
よ
り
４

倍
の
画
素
数
で
30
年
保
存
を
す
る
。

最
後
に
佐
藤
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
副
委

員
長
か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
職
場
の
施
設
内
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使

用
さ
れ
て
い
な
い
か
、
Ｊ
Ｒ
退
職
者
の

調
査
、
特
殊
健
康
診
断
の
受
診
を
し
て

い
く
、
特
殊
健
康
診
断
の
結
果
の
集
約
、

健
康
管
理
手
帳
の
取
得
等
に
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
と
提
起
し
、
学
習
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
の
中
で
、
肺
癌
等

の
早
期
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善

が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
年
2
回
の
受
診

が
で
き
る
職
場
環
境
に
あ
る
の
は
大
変

恵
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
学
習
会
を
終
え
て
私
と
し
て
の

感
想
は
、
リ
ス
ク
の
あ
る
も
の
を
受
け

入
れ
る
に
は
、
自
ら
が
納
得
し
て
受
診

す
べ
き
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
に
対

す
る
不
安
な
気
持
ち
を
小
さ
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

支
部
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

渡
辺

※
後
面
に
石
綿
業
務
災
害
認
定
の
保
障

内
容
掲
載

６
月
９
日
、
第
７
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
題
は
、
昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
福
島
第
１
原
発
が

爆
発
し
、
日
本
全
体
ま
た
は
世
界
中
に
放
射
能
を
ま
き
散
ら
し
国
民
を
恐
怖
の
中

に
置
か
れ
た
中
で
、
今
ま
で
以
上
に
放
射
能
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
た
組
合
員
か

ら
、
「
１
年
に
３
回
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
特
殊
健
康
診
断
２
回
、
定
期
健
康
診

断
１
回
）
を
し
て
い
る
が
、
体
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
あ
る
か
を
知
り
た
い
」
と

い
う
疑
問
に
対
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。




